
　6月23日～29日は男女共同参画週間です。昨年6月号では、多古町男女共同参画推進プランの基本�
目標のうち、3つの重点目標のひとつ「男女共同参画の視点に立った意識改革と慣行の見直し」に�
ついて取り上げました。今月号では、重点目標の2つ目「政策・方針決定の場への女性の参画促進」
について考えてみましょう。また、この週間に合わせて町立図書館では、関係図書を紹介するコーナー
を設置しますので、ぜひご来場ください。

　平成27年度に実施した町民アンケートを見ると、「地域活動」や「政治や政策決定の場」では“男性が

優遇されている”と感じている人の割合が特に女性の回答で高くなっています。学校教育の現場や家庭生

活の中では徐々に男女共同参画の視点が生かされてきているものの、地域や団体の代表者など、方針決定

の場に参加するのは男性が中心です。男女がともに生活しやすい社会をつくるためには、審議会委員など

政策立案にかかる場への女性登用を進め、さまざまな視点からの意見を取り入れた方針決定が必要です。

町民アンケートにみる�現状と課題 社会における男女の平等性（男女別）

◆施策の方向性
　固定的な性別役割分担意識を解消し、政策・方針決定過程への女性の参画を推進し、女性の活躍 
機会の増加に努めます。

　多古町役場では職員向けワーク・ライフ・バランスの啓発や女性管理職登用の推進、男性職員の育児休業等の
取得推進に取り組んでいます。町民一人ひとりが豊かで活力に満ちた生活を送れるよう、男女がお互いを尊重し、
輝ける社会の実現を共に目指しましょう。

考えてみませんか 男女共同参画【Vol.2】

男性が優遇されている 平等になっている 女性が優遇されている

男性 女性 男性 女性 男性 女性

家 庭 生 活 48.0 59.2 41.4 35.1 10.7 5.7

職 場 58.8 64.7 33.5 28.6 7.7 6.7

地 域 活 動 51.1 67.1 39.6 28.2 9.3 4.7

学 校 教 育 12.5 22.9 81.0 73.3 6.5 3.8

法 律 や 制 度 27.0 51.5 66.4 43.8 6.6 4.6

政 治 や 政 策 決 定 の 場 59.4 79.2 37.4 20.0 3.2 0.8

社会一般の常識・慣習 67.5 79.0 27.2 19.0 5.3 2.1

社 会 全 体 72.7 77.7 21.4 19.2 5.9 3.1

※「無回答」、「分からない」を除いた件数を母数として表を作成

（単位：％）

具体的な施策名 事　業　の　概　要 担　当　課

審議会等への公募促進
男女が広く町政に参画できるよう、町民公募枠の設定に
ついて関係部署へ働きかけます。

審議会等関係課

女性委員登用の促進
各種会議・委員会の委員数における男女の割合に配慮し、
女性委員の登用率の向上に向け、関係部署への周知を図
り積極的な女性の登用を促進します。

会議等関係課

目指すまちの姿（基本理念）　男女がお互いを尊重し、ともに輝く多古町
❶男女共同参画の視点に立った意識改革と慣行の見直し
❷政策・方針決定の場への女性の参画促進　
❸男女共同参画の視点に立った安心・安全の環境づくり

重点目標
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